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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
怪
物
容
器

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
７
４
６
Ｄ

【
作
者
名
】

　
ｌ
ｉ
ｋ
ｅ
ｔ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｙ

【
あ
ら
す
じ
】

　
同
姓
愛
・
・
・
か
も
。
あ
、
で
も
、
ね
！
そ
ん
な
に
ケ
イ
ベ
ツ
し
な
い
で
見

て
い
っ
て
よ
！
っ
て
あ
ら
す
じ
じ
ゃ
ね
ー
？
！
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１
．
寒
空
の
出
会
い
。
（
前
書
き
）

張
り
切
っ
て
ど
ー
ぞ
！
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１
．
寒
空
の
出
会
い
。

１
２
月
２
３
日
―
―
―

「
父
さ
ん
！
車
停
め
て
！
！
」

叫
ん
だ
の
は
、
木
原
陸
―
私
立
空
色
高
校
１
年
。

彼
は
駅
近
く
の
マ
ン
シ
ョ
ン
と
本
屋
の
間
に
座
り
込
む
『
人
』
を
見
つ
け
た
。

丁
度
、
父
親
と
車
で
ス
ポ
ー
ツ
用
品
店
に
行
っ
た
帰
り
だ
っ
た
。

息
子
が
急
に
大
声
を
出
し
た
こ
と
に
驚
き
、
木
原
家
の
大
黒
柱
は
車
を
停
め
た
。

木
原
圭
介
―
眼
鏡
で
痩
せ
型
で
背
は
低
い
。
『
大
黒
柱
、
主
人
、
亭
主
』
等
の

言
葉
が
凄
ま
じ
く
似
合
わ
な
い
タ
イ
プ
で
あ
る
。
（
陸
が
こ
の
歳
で
父
親
を
『

親
父
』
と
呼
べ
な
い
の
も
そ
の
為
で
あ
る
）
―

助
手
席
に
座
っ
て
い
た
陸
は
急
い
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
外
し
、
車
を
飛
び
下
り

て
『
人
』
の
元
へ
走
っ
た
。

『
人
』
―
膝
を
抱
え
て
座
り
込
み
、
震
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
破
れ
た
、
汚
れ
た
ト
レ
ー
ナ
ー
と
ジ
ー
ン
ズ
の
ズ
ボ
ン
を
身
に

付
け
て
い
た
。

左
手
に
は
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
と
い
う
の
か
、
六
望
星
の
彫
ら
れ
た
鎖
が
巻
い
て
あ

る
。

髪
は
グ
シ
ャ
グ
シ
ャ
で
長
さ
も
ま
ば
ら
で
あ
る
。
一
番
長
い
と
こ
ろ
で
肩
に
か

か
る
程
度
で
あ
っ
た
。

ガ
リ
ガ
リ
に
痩
せ
て
い
て
小
さ
く
、
小
学
校
中
学
年
く
ら
い
に
み
え
る
。

「
姉
さ
ん
・
・
・
ど
う
し
て
・
・
・
・
姉
さ
ん
・
・
姉
さ
ん
・
・
・
・
・
・
・
」
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『
人
』
は
う
つ
向
い
て
、
地
面
に
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
る
事
も
な
く
、
同
じ
言
葉

を
今
に
も
消
え
そ
う
な
声
で
呟
い
て
い
る
。

今
に
も
そ
の
呟
き
が
途
切
れ
て
、
死
ん
で
し
ま
い
そ
う
な
く
ら
い
に
弱
っ
て
い

た
。

陸
は
何
も
言
わ
ず
に
『
人
』
を
抱
き
抱
え
た
。

『
人
』
は
と
て
も
軽
か
っ
た
。

『
人
』
は
更
に
震
え
る
。

「
離
・
・
・
て
・
・
・
・
離
し
・
・
・
て
ぇ
・
・
・
・
は
・
・
し
て
ぇ
・
・
・
」

『
人
』
は
小
さ
な
声
で
訴
え
た
が
抵
抗
す
る
力
が
無
い
ら
し
く
、
陸
に
抱
え
あ

げ
ら
れ
て
車
に
乗
せ
ら
れ
た
。

「
父
さ
ん
！
此
処
か
ら
だ
と
家
よ
り
静
香
お
ば
さ
ん
の
家
の
方
が
近
い
よ
！
早

く
！
お
ば
さ
ん
な
ら
絶
対
受
け
入
れ
て
く
れ
る
か
ら
！
！
」

「
・
・
・
わ
か
っ
た
。
」

「
あ
ら
ぁ
・
・
・
陸
く
ん
。
・
・
・
！
・
・
そ
の
子
、
お
ば
さ
ん
家
に
早
く
入

れ
て
！
！
」

水
無
静
香
―
近
所
で
は
『
静
香
お
ば
さ
ん
』
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。

５
３
歳
で
大
き
な
家
に
一
人
で
暮
ら
し
て
い
る
。

子
供
は
い
な
い
が
、
夫
は
単
身
赴
任
で
玩
具
会
社
の
社
長
を
し
て
い
る
。

誰
に
で
も
優
し
く
、
温
か
い
人
で
、
お
金
持
ち
で
は
あ
る
が
誰
に
も
妬
ま
れ
る



5

事
は
無
か
っ
た
。
―

「
エ
ア
コ
ン
を
最
強
に
」

「
毛
布
持
っ
て
き
て
」

「
飲
み
物
・
・
・
何
か
食
べ
さ
せ
た
方
が
良
い
か
な
」

『
人
』
を
優
し
く
、
温
か
い
毛
布
が
包
む
。

『
人
』
も
意
識
が
徐
々
に
戻
っ
て
く
る
。

「
こ
う
ゆ
う
場
合
は
・
・
・
警
察
に
連
絡
す
る
べ
き
か
」

圭
介
は
電
話
を
と
る
。

「
や
め
て
っ
・
・
・
だ
め
ぇ
・
・
・
・
け
ぃ
・
・
さ
つ
・
・
・
ぉ
願
い
し
ま
す

ッ
！
俺
を
・
・
・
こ
の
ま
ま
捨
て
て
も
い
い
！
一
生
こ
の
家
の
奴
隷
に
し
て
も

い
い
・
・
・
だ
か
ら
・
・
・
・
・
あ
の
家
だ
け
に
は
・
・
・
・
戻
り
た
く
・
・

な
い
・
・
・
」

『
人
』
は
精
一
杯
の
声
で
訴
え
た
。

警
察
に
話
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
ま
た
あ
の
家
に
戻
る
事
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。

「
な
に
か
事
情
が
あ
る
よ
う
ね
」

静
香
が
優
し
く
問
い
か
け
る
。

『
人
』
は
私
情
を
全
く
話
そ
う
と
は
せ
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
先
程
よ
り
震
え
が

増
し
、
大
き
な
目
か
ら
大
粒
の
涙
を
ポ
ロ
ポ
ロ
流
し
始
め
た
。

静
香
が
涙
を
拭
っ
て
や
ろ
う
と
す
る
と
、

「
嫌
ッ
！
・
・
・
怖
い
・
・
・
・
怖
い
の
・
・
・
・
・
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
・
・
・

ブ
タ
ナ
イ
デ
・
・
・
・
・
」
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触
れ
ら
れ
る
こ
と
を
極
端
に
嫌
が
っ
た
。

陸
が
口
を
開
い
た
。

「
あ
の
・
・
・
こ
の
子
と
俺
を
・
・
・
・
二
人
に
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
？
こ
の

子
、
言
語
の
割
に
精
神
状
態
が
凄
く
幼
い
。
多
分
、
長
期
に
渡
る
虐
待
か
何
か

が
原
因
だ
と
思
う
ん
で
す
。
・
・
・
俺
に
任
せ
て
下
さ
い
。
」

大
人
二
人
は
一
瞬
驚
い
た
が
す
ぐ
に
そ
れ
を
承
諾
し
、
部
屋
を
出
て
い
っ
た
。

―
陸
は
チ
ャ
イ
ル
ド
・
コ
ー
ル
と
ゆ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
。
小
学
生

か
ら
高
校
生
の
悩
み
相
談
な
ど
を
電
話
で
承
る
と
い
う
も
の
だ
。

子
供
の
心
理
は
大
人
二
人
よ
り
よ
ほ
ど
わ
か
っ
て
い
る
。
と
、
静
香
も
圭
介
も

判
断
し
た
の
だ
っ
た
。

―陸
は
膝
を
抱
え
な
が
ら
震
え
て
泣
き
叫
ぶ
『
人
』
を
後
ろ
か
ら
そ
っ
と
抱
き
締

め
た
。

「
嫌
ッ
ッ
！
！
・
・
・
怖
イ
！
・
・
離
し
て
・
・
・
・
・
怖
い
の
ッ
ッ
・
・
・
・

」「
大
丈
夫
だ
よ
・
・
・
怖
く
な
い
・
・
」

「
イ
や
ッ
・
・
・
や
だ
ァ
・
・
・
・
」

「
大
丈
夫
・
・
・
あ
っ
た
か
い
の
・
・
・
感
じ
る
？
・
・
・
・
安
心
し
て
」

「
ふ
ぇ
っ
・
・
・
・
イ
ァ
ァ
・
・
・
ゲ
ホ
ッ
・
コ
ホ
ッ
ッ
！
」
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「
・
・
喉
渇
い
て
る
ん
だ
ね
？
・
・
コ
レ
飲
ん
で
・
・
・
」

コ
ッ
プ
に
用
意
さ
れ
た
水
を
、
そ
の
ま
ま
の
体
制
で
『
人
』
の
口
ま
で
運
ぶ
。

「
・
・
ケ
ホ
ッ
・
・
ん
や
ぁ
っ
・
・
怖
い
よ
ぉ
・
・
・
イ
ヤ
ァ
ァ
！
！
」

『
人
』
は
暴
れ
る
だ
け
で
水
を
飲
も
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

（
口
の
中
、
凄
く
渇
い
て
る
・
・
・
何
日
も
飲
ま
ず
食
わ
ず
な
の
か
も
。
哺
乳

瓶
で
も
あ
れ
ば
無
理
矢
理
飲
ま
せ
ら
れ
る
の
に
・
・
・
無
理
矢
理
？
）

陸
の
頭
に
あ
る
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ぶ
。

（
・
・
・
こ
の
歳
の
子
に
ス
ル
の
か
？
・
・
実
際
何
歳
だ
か
分
か
ん
な
い
し
・
・

・
で
も
も
う
抱
き
つ
い
て
る
訳
だ
か
ら
・
・
・
・
）

陸
は
『
人
』
を
一
端
離
し
た
。

「
大
丈
夫
、
毒
と
か
入
っ
て
な
い
よ
？
ほ
ら
っ
」

陸
は
コ
ッ
プ
の
水
を
口
に
含
み
、
い
き
な
り
『
人
』
の
口
頭
部
と
腰
に
腕
を
回

し
て
、

「
！
！
・
・
・
・
ぁ
ん
っ
・
・
ん
ぐ
ッ
・
・
ん
ん
っ
！
！
」

己
の
唇
と
『
人
』
の
そ
れ
を
重
ね
た
。
己
の
口
内
か
ら

「
人
」
の
口
内
へ
無
理
矢
理
水
を
押
し
流
し
た
。

『
人
』
の
顎
を
溢
れ
た
水
が
伝
う
。
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「
・
・
・
良
か
っ
た
。
飲
ん
で
く
れ
て
。
」

陸
は
『
人
』
の
耳
元
で
優
し
く
囁
い
た
。

『
人
』
の
震
え
が
小
さ
く
な
る
。

「
少
し
安
心
し
た
か
な
？
」

「
・
・
・
姉
・
・
・
さ
ん
、
気
持
い
ぃ
・
・
あ
っ
た
か
い
・
・
・
・
」

「
そ
っ
か
。
気
持
い
い
？
」

「
・
・
・
う
ん
。
・
・
・
・
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
。
貴
方
が
・
・
・
姉
さ
ん
み
た
い

に
・
・
あ
っ
た
か
い
か
ら
。
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
、
も
う
少
し
・
・
・
・
擦
り
寄
っ

て
も
い
い
で
す
か
？
」

あ
ま
り
に
大
胆
で
恥
ず
か
し
い
そ
の
言
葉
に
、
陸
は
少
し
だ
け
驚
い
た
。

（
き
っ
と
こ
の
子
は
恥
ず
か
し
い
言
葉
だ
と
思
っ
て
な
い
ん
だ
・
・
・
）

「
い
い
よ
。
」

陸
は
腕
に
さ
っ
き
よ
り
も
少
し
強
く
力
を
入
れ
る
。

「
・
・
ァ
・
・
・
ぅ
く
っ
・
・
ハ
ァ
・
・
・
・
」

「
人
」
は
自
ら
も
し
が
み
つ
く
よ
う
に
擦
り
寄
っ
た
。
声
に
な
ら
な
い
吐
息
を

吐
き
な
が
ら
。

（
な
ん
か
俺
の
方
が
恥
ず
か
し
く
な
る
な
・
・
・
）
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「
俺
は
君
に
聞
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
こ
と
が
沢
山
あ
る
よ
。
答
え
た
く
な
い
質

問
に
は
無
理
に
答
え
な
く
て
い
い
か
ら
・
・
・
で
き
る
？
」

「
ぅ
ん
・
・
・
じ
ゃ
あ
、
こ
の
ま
ま
質
問
シ
テ
・
・
ク
ダ
サ
イ
。
あ
っ
た
か
い

ま
ま
が
・
・
・
い
い
デ
ス
・
・
・
・
」

「
わ
か
っ
た
。
じ
ゃ
、
質
問
す
る
よ
？
・
・
・
君
の
名
前
は
？
」

優
し
く
、
『
人
』
に
問
い
か
け
て
い
っ
た
。
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１
．
寒
空
の
出
会
い
。
（
後
書
き
）

は
じ
め
ま
し
て
。
宜
し
く
お
願
い
し
あ
゛
～
ず
ッ
ッ
！
！
！
可
哀
想
な
悲
劇
の

ヒ
ロ
イ
ン
っ
て
格
好
良
く
見
え
ま
す
よ
ね
？
そ
う
ゆ
う
話
を
読
む
の
は
嫌
い
（

笑
）
で
も
書
く
の
は
好
き
。
楽
し
っ
・
・
・
で
も
時
間
か
か
る
ね
（
泣
）
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２
．
水
無
烈
也
誕
生
。

「
君
の
名
前
は
？
」

「
な
ま
え
？
・
・
・
・
・
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
。
」

「
い
っ
ぱ
い
？
」

「
・
・
・
ぅ
ん
。
姉
さ
ん
が
俺
を
呼
ぶ
時
と
、
兄
さ
ん
が
俺
を
呼
ぶ
時
は
違
う

名
前
な
の
。
・
・
・
ぁ
、
兄
さ
ん
の
前
で
は
姉
さ
ん
は
兄
さ
ん
が
俺
を
呼
ぶ
名

前
と
同
じ
名
前
で
呼
ぶ
ん
だ
け
ど
・
・
・
・
。
お
母
様
と
お
父
様
は
名
前
で
呼

ん
で
く
だ
さ
ら
な
い
の
。
」

「
そ
う
・
・
・
。
じ
ゃ
あ
俺
は
君
を
何
て
呼
べ
ば
い
い
か
な
？
」

「
・
・
・
う
ぅ
・
・
・
・
・
好
き
な
よ
う
に
、
呼
ん
で
ク
ダ
サ
イ
。
兄
さ
ん
に

呼
ば
れ
て
た
名
前
は
・
・
・
兄
さ
ん
の
声
、
思
い
出
す
か
ら
怖
い
の
ッ
ッ
・
・
・

。
・
・
で
も
姉
さ
ん
か
ら
貰
っ
た
名
前
も
・
・
・
姉
さ
ん
、
思
い
、
出
し
・
・
・

て
・
・
・
寂
し
い
よ
・
・
・
・
姉
・
・
さ
ん
・
・
・
独
り
に
し
な
い
で
ェ
！
！

！
」

陸
は
泣
き
叫
ぶ
『
人
』
を
強
く
抱
き
締
め
る
。

「
ひ
ゃ
あ
っ
！
・
・
・
ぅ
・
・
・
・
・
」

「
ッ
ッ
大
丈
夫
・
・
・
大
丈
夫
だ
か
ら
。
ね
？
」

「
ご
め
・
・
・
・
ん
な
さ
・
・
・
い
。
」
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「
謝
ら
な
く
て
い
い
よ
。
辛
か
っ
た
ん
だ
ね
。
」

陸
が
続
け
る
。

「
じ
ゃ
あ
、
烈
也
っ
て
い
う
の
は
ど
う
？
漫
画
の
主
人
公
の
名
前
な
ん
だ
け
ど

れ
つ
や

さ
。
格
好
良
い
名
前
だ
か
ら
。
」

「
烈
也
・
・
・
・
は
い
。
素
敵
な
名
前
・
・
・
・
・
。
」

「
気
に
入
っ
て
も
ら
え
た
？
俺
の
名
前
は
木
原
陸
。
陸
で
い
い
よ
。
」

「
陸
・
・
・
。
」

「
う
ん
っ
。
じ
ゃ
、
次
の
し
つ
も
・
・
・
」

「
陸
、
俺
は
陸
を
信
じ
て
も
い
い
の
？
・
・
・
俺
、
駄
目
な
子
な
ん
だ
。
生
ま

れ
て
来
ち
ゃ
い
け
な
か
っ
た
ん
だ
っ
て
。
」

「
君
の
両
親
が
そ
ん
な
こ
と
言
っ
た
の
？
そ
ん
な
こ
と
な
い
よ
。
信
じ
て
。
君

は
フ
ツ
ウ
の
男
の
子
だ
よ
。
」

「
違
う
ッ
ッ
！
！
俺
・
・
・
化
物
だ
か
ら
！
・
・
・
危
な
い
・
・
チ
カ
ラ
・
・
・

・
持
っ
て
る
か
ら
。
・
・
・
・
陸
は
ま
だ
知
ら
な
い
か
ら
、
優
し
く
し
て
く
れ

て
る
・
・
・
。
」

烈
也
は
再
び
震
え
始
め
た
。

「
陸
が
こ
の
ま
ま
質
問
し
て
い
っ
た
ら
、
話
さ
な
き
ゃ
い
け
な
く
な
る
ッ
ッ
。

そ
し
た
ら
俺
の
こ
と
怖
く
な
っ
て
・
・
・
・
そ
し
た
ら
も
う
・
・
・
・
・
ギ
ュ
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ッ
て
し
て
く
れ
な
く
な
る
。
・
・
・
怖
い
よ
ぉ
・
・
・
独
り
・
・
コ
ワ
イ
・
・
・

・
。
姉
さ
ん
・
・
・
も
う
傍
に
い
な
い
の
。
ギ
ュ
ッ
て
し
て
欲
し
い
の
。
・
・
・

落
ち
着
く
の
。
人
の
感
触
と
か
・
・
・
・
・
体
温
。
」

「
ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
く
り
で
い
い
ん
だ
。
君
が
楽
に
話
せ
る
事
か
ら
教
え
て
く

れ
れ
ば
。
・
・
・
・
そ
う
だ
な
、
烈
也
は
何
歳
？
」

「
ぇ
と
・
・
・
・
１
５
歳
・
・
・
だ
よ
。
１
２
月
１
日
が
俺
の
誕
生
日
な
ん
だ

っ
て
、
姉
さ
ん
言
っ
て
た
。
」

陸
の
一
つ
下
に
あ
た
る
。

「
び
っ
く
り
だ
な
・
・
・
も
っ
と
小
さ
い
ん
だ
と
思
っ
た
。
・
・
・
あ
、
そ
う

だ
。
さ
っ
き
男
の
子
っ
て
言
っ
ち
ゃ
っ
た
け
ど
・
・
・
・
あ
っ
て
る
・
・
・
よ

ね
？
」

「
・
・
・
ど
っ
ち
か
と
言
え
ば
・
・
・
・
男
の
子
な
の
。
」

「
・
・
・
・
そ
れ
は
、
ど
う
ゆ
う
意
味
？
」

「
性
別
が
無
い
ん
で
す
。
・
・
・
・
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
・
・
・
で
も
、
生
ま
れ
た

と
き
か
ら
、
性
器
が
無
く
て
・
・
・
・
。
子
宮
と
か
無
い
け
ど
・
・
・
・
・
ぉ
、

お
ち
ん
ち
ん
も
・
・
・
つ
い
て
な
い
の
・
・
・
」

陸
は
少
し
混
乱
し
た
。

こ
ん
な
人
を
見
た
事
が
な
か
っ
た
の
だ
。

男
の
子
で
も
女
の
子
で
も
な
く
て
、
そ
れ
で
い
て
見
た
目
よ
り
ず
っ
と
歳
が
上
。

「
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
、
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
！
！
・
・
・
変
な
躰
で
・
・
・
・
俺
。
気

持
悪
い
？
」
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「
違
う
よ
！
・
・
・
ち
ょ
っ
と
驚
い
た
だ
け
。
不
安
に
さ
せ
ち
ゃ
っ
た
ね
。
俺

こ
そ
、
ご
め
ん
。
」

「
陸
・
・
・
優
し
い
。
俺
・
・
・
・
で
も
・
・
・
・
・
・
俺
は
、
・
・
・
“
怪

物
容
器
”
な
ん
だ
よ
？
・
・
・
怖
い
で
し
ょ
？
俺
の
こ
と
・
・
・
陸
は
そ
れ
で

も
優
し
く
し
て
く
れ
る
？
」

「
“
怪
物
容
器
”
っ
て
超
能
力
者
の
こ
と
だ
よ
ね
？
今
は
そ
ん
な
差
別
用
語
使

わ
な
い
よ
！
超
能
力
者
が
怖
が
ら
れ
て
差
別
を
受
け
て
た
の
は
、
も
う
昔
の
話

だ
よ
！
！
今
じ
ゃ
多
い
か
ら
、
超
能
力
者
っ
て
。
う
ち
の
ク
ラ
ス
に
も
５
人
位

い
る
し
ね
。
」
 

「
・
・
・
・
か
、
階
級
は
？
」

「
４
人
は
下
級
だ
っ
て
。
１
人
だ
け
中
級
が
い
る
ん
だ
よ
！
珍
し
い
で
し
ょ
？

超
能
力
者
で
も
１
０
０
分
の
１
位
し
か
い
な
い
ん
だ
っ
て
ね
。
・
・
・
だ
か
ら
。

烈
也
も
心
配
し
な
い
で
。
超
能
力
者
は
今
じ
ゃ
も
う
、
差
別
は
ほ
と
ん
ど
受
け

な
い
か
ら
。
」

「
違
う
の
！
！
・
・
・
俺
の
・
・
・
・
・
こ
れ
！
」

烈
也
は
陸
の
腕
の
中
か
ら
出
て
、
左
手
に
つ
け
て
い
る
鎖
を
陸
に
見
せ
た
。

「
そ
れ
、
超
能
力
を
制
御
で
き
な
い
赤
ち
ゃ
ん
と
か
が
つ
け
る
鎖
だ
よ
ね
？
・
・

・
親
に
ず
っ
と
つ
け
さ
せ
ら
れ
て
た
の
？
ど
ん
な
に
チ
カ
ラ
の
強
い
超
能
力
者

で
も
５
歳
を
過
ぎ
た
ら
制
御
で
き
る
よ
う
に
な
る
は
ず
だ
も
ん
ね
。
」

「
違
う
ッ
ッ
！
・
・
・
・
こ
れ
、
保
険
・
・
・
み
た
い
な
モ
ノ
。
俺
、
制
御
は

で
き
る
け
ど
・
・
・
・
ツ
ヨ
イ
の
、
能
力
が
・
・
・
・
・
強
す
ぎ
る
の
。
」
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「
上
級
？
・
・
・
大
丈
夫
。
上
級
能
力
者
で
テ
レ
ビ
に
出
て
る
人
も
い
る
し
。

怖
く
な
ん
か
な
い
よ
？
・
・
・
凄
く
珍
し
い
だ
け
で
。
」

「
上
級
じ
ゃ
な
い
の
・
・
・
・
俺
、
・
・
・
・
・
最
上
級
な
ん
・
・
・
だ
。
」

陸
は
思
わ
ず
固
ま
っ
た
。

最
上
級
超
能
力
者
―
上
級
能
力
者
よ
り
も
遥
か
に
上
を
い
く
能
力
の
強
さ
に
、

人
々
は
恐
怖
し
、
十
数
年
前
ま
で
は
、

『
産
ま
れ
次
第
、
発
見
さ
れ
次
第
、
即
抹
殺
。
』

の
処
置
が
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

『
最
上
級
超
能
力
者
も
人
だ
。
人
権
が
あ
る
筈
だ
。
』

と
い
う
世
論
が
広
ま
り
、
そ
の
処
置
も
無
く
な
っ
た
。

が
、
今
世
界
中
に
何
人
の
最
上
級
能
力
者
が
生
き
て
い
る
の
か
な
ど
、
い
ま
い

ち
分
か
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
処
置
が
無
く
な
っ
て
か
ら
何
人
の
最
上
級
能
力
者

が
産
ま
れ
た
の
か
も
政
府
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
―

「
俺
が
生
ま
れ
た
時
が
丁
度
、
最
上
級
能
力
者
の
人
権
に
つ
い
て
揺
れ
て
い
た

時
代
で
、
生
ま
れ
て
直
ぐ
俺
は
研
究
室
に
送
ら
れ
た
の
・
・
・
。
そ
こ
に
は
俺

と
も
う
一
人
、
最
上
級
能
力
者
が
い
た
ん
だ
け
ど
、
俺
が
５
歳
に
な
っ
た
時
に

二
人
と
も
親
元
に
返
さ
れ
た
の
・
・
・
・
。
」

「
そ
う
・
・
・
な
ん
だ
。
・
・
・
・
正
直
、
ち
ょ
っ
と
怖
い
な
、
最
上
級
超
能

力
者
は
。
で
も
、
で
も
・
・
・
君
は
や
っ
ぱ
り
フ
ツ
ウ
の
男
の
子
だ
よ
。
・
・
・

な
ん
か
ね
、
烈
也
が
怖
い
っ
て
思
え
な
い
ん
だ
。
だ
っ
て
、
こ
ん
な
に
お
っ
き

い
お
目
目
で
泣
く
子
が
化
物
な
筈
無
い
よ
。
」
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陸
は
無
邪
気
な
少
年
の
よ
う
に
笑
っ
た
。

そ
れ
か
ら
少
し
真
剣
な
顔
と
優
し
い
眼
差
し
で
烈
也
を
見
つ
め
た
。

「
ね
ぇ
、
烈
也
？
・
・
・
君
は
恐
ろ
し
い
ほ
ど
強
い
チ
カ
ラ
を
持
っ
て
い
る
。

だ
け
ど
、
制
御
す
る
事
だ
っ
て
ち
ゃ
ん
と
で
き
る
。
だ
か
ら
俺
は
、
烈
也
の
事
、

怖
く
な
ん
か
無
い
よ
。
」

「
陸
・
・
・
・
・
」

ガ
チ
ャ
！

突
然
ド
ア
が
開
く
。

「
キ
ャ
ァ
ッ
！
」

烈
也
は
思
わ
ず
陸
に
抱
き
つ
く
。

「
ご
め
ん
！
び
っ
く
り
さ
せ
ち
ゃ
っ
た
か
な
？
」

圭
介
と
静
香
が
入
っ
て
来
た
。

「
話
は
聞
か
せ
て
貰
い
ま
し
た
。
ご
め
ん
な
さ
い
ね
。
盗
み
聞
き
な
ん
て
し
て
、

良
く
な
か
っ
た
わ
よ
ね
。
」

「
話
の
続
き
は
後
に
し
て
、
静
香
お
ば
さ
ん
が
お
風
呂
を
沸
か
し
て
く
れ
た
か

ら
入
り
な
さ
い
。
こ
の
先
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
が
今
日
は
と
り
あ
え
ず
・
・

・
」

「
圭
介
さ
ん
、
良
い
の
よ
！
・
・
・
・
烈
也
君
、
今
日
か
ら
此
処
が
あ
な
た
の

お
家
よ
。
」
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「
ふ
ぇ
っ
・
・
・
・
？
」

「
二
階
は
自
由
に
使
っ
て
い
い
わ
。
・
・
・
・
宜
し
く
ね
、
烈
也
君
。
」

困
惑
す
る
烈
也
。

陸
が
口
を
開
く
。

「
静
香
お
ば
さ
ん
は
ね
、
と
っ
て
も
優
し
い
人
だ
よ
。
大
丈
夫
、
信
じ
て
。
」

静
香
が
烈
也
に
手
を
伸
ば
し
た
。

「
よ
ろ
し
く
ね
、
烈
也
君
。
」

烈
也
は
そ
の
手
を
ギ
ュ
ッ
と
掴
ん
だ
。

静
香
は
優
し
く
微
笑
ん
だ
。

「
さ
ぁ
立
っ
て
！
お
風
呂
は
あ
っ
ち
よ
！
」

静
香
が
烈
也
の
手
を
引
っ
張
る
。

陸
は
烈
也
の
体
を
持
ち
上
げ
た
。

「
今
ね
、
母
さ
ん
が
ス
ー
パ
ー
で
買
い
物
を
し
て
い
る
ん
だ
。
電
話
し
て
下
着

と
か
買
っ
て
来
て
も
ら
う
よ
。
」

圭
介
が
言
っ
た
。

「
お
風
呂
か
ら
あ
が
っ
た
ら
、
悪
い
ん
だ
け
ど
私
の
ス
エ
ッ
ト
着
て
て
ね
。
用

意
し
て
お
く
か
ら
。
」
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静
香
に
言
わ
れ
る
が
ま
ま
、
烈
也
は
風
呂
に
入
る
事
に
な
っ
た
。

風
呂
は
と
て
も
大
き
か
っ
た
。

小
さ
な
旅
館
並
の
サ
イ
ズ
だ
。

脱
衣
場
に
は
全
身
が
映
る
鏡
が
あ
る
。

烈
也
は
服
を
全
て
脱
い
だ
後
、
ふ
と
そ
の
鏡
を
見
た
。

烈
也
は
鏡
に
映
っ
た
自
分
の
身
体
を
見
つ
め
た
。

骨
と
皮
し
か
な
い
よ
う
な
細
い
脚
、
股
に
は
男
性
の
生
殖
器
は
無
い
。

ア
ザ
だ
ら
け
の
腹
、
少
し
の
膨
ら
み
も
無
い
胸
。

細
い
腕
、
傷
と
ア
ザ
の
あ
る
首
、
傷
跡
の
残
っ
て
い
る
耳
と
頬
、
目
尻
が
少
し

だ
け
と
が
っ
た
円
い
目
、
ま
ば
ら
な
長
さ
の
髪
の
毛
・
・
・
・

（
汚
い
・
・
・
・
）
 

烈
也
は
風
呂
場
に
入
り
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
た
。

身
体
を
伝
っ
て
流
れ
る
水
は
茶
色
く
濁
っ
て
い
た
。

（
陸
、
俺
臭
か
っ
た
か
な
・
・
・
・
？
）

烈
也
は
風
呂
場
で
一
人
に
な
り
、
ま
た
自
分
の
姉
の
事
を
思
い
出
し
た
。

（
・
・
・
姉
さ
ん
・
・
・
・
・
一
緒
に
い
た
か
っ
た
の
に
。
俺
・
・
・
）

烈
也
は
う
ず
く
ま
っ
て
、
し
ば
ら
く
泣
い
て
い
た
。

そ
の
間
も
シ
ャ
ワ
ー
は
烈
也
に
降
り
注
い
ぎ
続
け
た
。
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優
し
い
温
か
さ
で
烈
也
を
包
ん
だ
。

ま
る
で
陸
の
よ
う
に
。

同
じ
頃
―
―

「
も
し
も
し
、
母
さ
ん
？
急
な
ん
だ
が
、
女
物
の
パ
ン
テ
ィ
ー
を
買
っ
て
来
て

く
れ
な
い
か
？
あ
、
子
供
用
サ
イ
ズ
の
・
・
・
・
・
へ
？
・
・
・
・
・
ち
、
違

う
！
勘
違
い
だ
！
！
母
さ
ぁ
ん
！
！
！
」
」

ツ
ー
ツ
ー
・
・
・

電
話
が
切
ら
れ
た
。

（
父
さ
ん
、
パ
ン
テ
ィ
ー
っ
て
・
・
・
・
）

「
父
さ
ん
・
・
・
俺
が
か
け
る
よ
。
」

陸
は
圭
介
の
右
手
か
ら
そ
っ
と
携
帯
電
話
を
取
っ
た
。

「
す
ま
ん
が
頼
む
・
・
・
。
」

圭
介
の
『
し
ま
っ
た
』
と
い
う
よ
う
な
表
情
に
、
堪
ら
ず
陸
と
静
香
は
吹
き
出

し
た
。

圭
介
も
つ
い
笑
っ
た
。

―
外
は
か
な
り
冷
え
て
い
た
。

こ
の
部
屋
の
中
だ
け
が
、
と
て
も
暖
か
か
っ
た
。
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２
．
水
無
烈
也
誕
生
。
（
後
書
き
）

漫
画
好
き
で
す
。
少
年
ジ
ャ
ン
プ
と
サ
ン
デ
ー
と
。
テ
ニ
プ
リ
と
魔
王
が
キ
テ

る
。
そ
れ
か
ら
Ｓ
Ｑ
。
罪
か
罰
、
最
高
ｗ
ｗ
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３
．
そ
し
て
１
日
は
終
る
け
れ
ど
。

ガ
チ
ャ
ッ
・
・
・

烈
也
は
脱
衣
所
の
ド
ア
を
開
け
た
。

静
香
の
ス
ウ
ェ
ッ
ト
は
内
側
が
モ
コ
モ
コ
し
て
い
て
、
下
着
無
し
で
着
る
と
肌

に
触
れ
る
感
じ
が
く
す
ぐ
っ
た
く
て
烈
也
に
と
っ
て
少
し
不
快
だ
っ
た
。

「
烈
也
君
、
ご
飯
に
し
ま
し
ょ
う
！
」

テ
ー
ブ
ル
に
は
沢
山
の
お
か
ず
が
並
び
、
既
に
陸
と
圭
介
が
席
に
つ
い
て
い
た
。

「
烈
也
君
に
は
お
雑
炊
作
っ
た
か
ら
ね
。
食
べ
れ
そ
う
な
ら
お
か
ず
も
食
べ
て

欲
し
い
け
ど
・
・
・
お
腹
壊
す
と
困
る
か
ら
。
」
 

「
す
み
ま
せ
ん
、
私
達
ま
で
・
・
・
」

「
い
い
ん
で
す
よ
。
さ
、
食
べ
ま
し
ょ
！
」

烈
也
は
陸
の
隣
に
座
り
、
雑
炊
を
が
っ
つ
い
て
食
べ
始
め
た
。

た
ま
に
む
せ
る
と
、
陸
が
背
中
を
擦
っ
て
あ
げ
た
。

皿
の
中
の
雑
炊
は
一
瞬
に
し
て
烈
也
の
胃
袋
に
収
ま
っ
た
。

烈
也
は
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
静
香
の
顔
を
見
た
。

静
香
は
烈
也
を
ま
る
で
哀
れ
む
よ
う
な
、
少
し
遠
い
目
で
ず
っ
と
見
て
い
た
。

「
・
・
あ
ら
、
ご
め
ん
な
さ
い
！
嫌
な
目
で
見
て
た
わ
ね
、
私
・
・
・
。
お
か
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わ
り
ね
。
沢
山
あ
る
か
ら
、
沢
山
食
べ
て
ね
。
」

烈
也
の
皿
を
取
り
あ
げ
、
静
香
は
雑
炊
を
つ
け
た
。

「
は
い
ど
う
ぞ
。
」

「
す
み
ま
せ
ん
・
・
・
が
っ
つ
い
て
食
べ
た
り
し
て
。
・
・
・
は
し
た
な
く
て
。

俺
、
３
日
ぐ
ら
い
ほ
と
ん
ど
何
も
食
べ
て
な
く
て
・
・
・
・
。
そ
れ
に
・
・
・

こ
ん
な
に
ち
ゃ
ん
と
し
た
ご
飯
、
食
べ
た
こ
と
無
か
っ
た
か
ら
・
・
・
・
。
」

「
烈
也
君
は
何
も
悪
く
な
い
わ
。
気
に
し
な
い
で
食
べ
て
。
」

「
・
・
・
・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」

烈
也
は
腹
い
っ
ぱ
い
雑
炊
を
食
べ
た
。
温
か
い
日
本
茶
も
も
ら
い
体
が
温
ま
る

と
烈
也
は
う
と
う
と
し
始
め
た
。

ピ
ー
ン
ポ
ー
ン
ッ
ッ
・
・
・

不
意
に
ド
ア
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
。

う
と
う
と
し
て
い
た
烈
也
は
驚
い
て
ビ
ク
ッ
と
反
応
し
た
。

「
こ
ん
に
ち
は
ー
」

「
あ
ら
、
ど
う
も
。
」

「
母
さ
ん
、
少
し
遅
く
な
い
か
？
」

「
陸
の
着
れ
な
く
な
っ
た
洋
服
を
探
し
て
た
の
よ
。
烈
也
君
っ
て
着
る
も
の
も

無
い
ん
で
し
ょ
う
？
サ
イ
ズ
が
合
う
か
し
ら
・
・
・
」
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木
原
美
奈
子
―
陸
の
母
で
あ
り
、
圭
介
の
妻
で
あ
る
。
し
っ
か
り
者
で
明
る
く
、

綺
麗
な
顔
立
ち
を
し
て
い
る
。
―

烈
也
は
陸
の
後
ろ
か
ら
ひ
ょ
っ
こ
り
顔
を
出
し
、
美
奈
子
を
見
た
。

「
こ
ん
ば
ん
は
烈
也
君
。
陸
の
お
母
さ
ん
で
す
っ
！
」

腰
を
少
し
曲
げ
、
烈
也
と
目
線
を
平
行
に
し
て
合
わ
せ
、
美
奈
子
は
挨
拶
し
た
。

「
・
・
・
こ
ん
ば
ん
、
は
。
」

「
こ
れ
・
・
・
サ
イ
ズ
合
う
か
分
か
ら
な
い
け
ど
、
全
部
あ
げ
る
か
ら
、
着
て

み
て
ね
。
」

美
奈
子
は
烈
也
に
大
き
な
紙
袋
を
渡
し
た
。

烈
也
は
片
手
で
受
け
取
っ
た
が
支
え
き
れ
ず
、
一
旦
床
に
置
い
て
か
ら
両
手
で

持
っ
た
。

「
あ
ら
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」

静
香
が
礼
を
言
っ
た
。

「
・
・
・
あ
り
が
と
う
・
・
ご
ざ
い
ま
す
。
」

烈
也
も
礼
を
言
っ
た
。

「
じ
ゃ
あ
す
み
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
は
失
礼
し
ま
す
。
烈
也
君
の
こ
と
、
今
日

は
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」
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「
い
い
の
よ
。
・
・
・
私
が
面
倒
を
見
る
わ
。
」

「
じ
ゃ
あ
ね
、
烈
也
。
明
日
ま
た
来
る
よ
。
」

「
イ
ヤ
ッ
！
」

烈
也
が
陸
に
後
ろ
か
ら
抱
き
つ
い
た
。

「
烈
也
・
・
・
・
」

「
陸
君
、
陸
君
が
も
し
大
丈
夫
な
ら
・
・
・
泊
ま
っ
て
行
か
な
い
？
そ
の
方
が

烈
也
君
も
安
心
す
る
だ
ろ
う
し
。
」

「
陸
。
明
日
は
日
曜
日
だ
し
、
泊
め
て
も
ら
っ
た
ら
？
烈
也
君
の
為
に
。
母
さ

ん
、
着
替
え
と
か
歯
ブ
ラ
シ
と
か
持
っ
て
く
る
か
ら
。
」

「
父
さ
ん
も
賛
成
だ
な
。
」

「
・
・
・
分
か
っ
た
。
」

「
静
香
お
ば
さ
ん
、
息
子
と
烈
也
君
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」

「
じ
ゃ
あ
直
ぐ
着
替
え
用
意
し
て
持
っ
て
く
る
か
ら
。
」

二
人
は
静
香
の
家
を
後
に
し
た
。

そ
の
後
直
ぐ
陸
は
風
呂
に
入
っ
た
。

そ
の
間
に
美
奈
子
が
着
替
え
を
持
っ
て
き
た
。

烈
也
は
そ
の
間
ぼ
ん
や
り
と
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
。
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ガ
チ
ャ
ッ
・
・
・

陸
が
脱
衣
所
の
ド
ア
を
開
け
る
。

「
二
階
の
一
番
手
前
の
部
屋
に
ベ
ッ
ド
が
あ
る
か
ら
。
そ
の
隣
に
布
団
敷
い
と

い
た
わ
。
悪
い
ん
だ
け
ど
、
ど
っ
ち
か
一
人
は
布
団
で
寝
て
ね
。
」

静
香
が
言
っ
た
。

「
烈
也
。
二
階
、
行
こ
う
か
。
」

陸
が
言
っ
た
。

「
お
ば
さ
ん
、
お
や
す
み
な
さ
い
。
」

「
お
や
す
み
な
さ
い
。
」

「
ぁ
・
・
・
ォ
ャ
ス
み
・
・
・
・
・
サ
イ
。
」

「
ふ
ふ
ッ
・
・
・
・
お
や
す
み
な
さ
い
。
」

静
香
は
小
さ
く
笑
っ
た
。

二
人
は
二
階
の
ベ
ッ
ド
が
あ
る
部
屋
に
上
が
っ
た
。

「
電
気
は
小
さ
い
の
、
つ
け
て
お
こ
う
か
。
布
団
と
ベ
ッ
ド
、
ど
っ
ち
が
良
い

？
」

「
・
・
・
・
ど
っ
ち
で
も
大
丈
夫
で
す
。
け
ど
・
・
・
・
も
し
良
か
っ
た
ら
、
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一
緒
に
・
・
・
・
・
・
」

「
・
・
・
い
い
よ
。
狭
く
な
け
れ
ば
。
」

烈
也
と
陸
は
二
人
で
ベ
ッ
ド
に
入
っ
た
。
烈
也
は
横
に
な
り
陸
の
方
に
向
き
、

陸
は
仰
向
け
で
寝
転
が
っ
た
。

「
・
・
・
俺
、
ま
だ
、
頭
が
ボ
ー
っ
と
し
て
て
・
・
・
・
俺
・
・
助
か
っ
た
の

？
・
・
助
か
る
の
？
」

「
助
か
っ
た
ん
だ
よ
。
・
・
・
今
日
は
も
う
寝
な
？
」

烈
也
は
す
す
り
泣
き
始
め
た
。
陸
は
体
を
烈
也
の
方
に
向
け
た
。

「
泣
く
な
よ
・
・
・
」

２
、
３
分
で
泣
き
疲
れ
て
烈
也
は
眠
り
に
つ
い
た
。

―
そ
し
て
１
日
は
終
る
け
れ
ど
、
必
ず
終
り
に
そ
れ
ぞ
れ
の
夜
が
来
る
―
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３
．
そ
し
て
１
日
は
終
る
け
れ
ど
。
（
後
書
き
）

誤
字
・
脱
字
や
文
章
表
現
な
ど
、
少
し
ず
つ
手
直
し
し
な
が
ら
書
い
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
指
摘
し
て
下
さ
る
と
凄
く
嬉
し
い
で
す
。
メ
ッ
セ
ー
ジ

待
っ
て
ま
す
。
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４
．
怖
い
夜
の
次
の
朝
。

―
―
―

「
Ｈ
Ｅ
Ｙ
，
Ｄ
ａ
ｎ
ｍ
ａ
！
！
！
」

（
・
・
・
誰
・
・
・
・
・
・
？
・
・
兄
さ
ん
！
？
・
・
・
こ
こ
は
・
・
兄
さ
ん

の
部
屋
！
？
）

烈
也
は
高
校
生
く
ら
い
の
『
男
』
に
腕
を
捕
ま
れ
、
強
引
に
床
に
叩
き
付
け
ら

れ
た
。

「
ほ
ら
っ
！
！
・
・
・
・
よ
っ
！
！
！
」

『
男
』
の
か
か
と
が
勢
い
良
く
烈
也
の
背
中
に
落
ち
た
。

（
痛
い
ッ
ッ
！
！
）

「
あ
ー
苛
々
す
る
。
ほ
ら
っ
！
！
！
」

更
に
『
男
』
は
烈
也
の
背
中
を
何
度
も
蹴
っ
た
。

（
痛
ッ
ッ
痛
い
痛
い
痛
イ
！
！
！
！
！
）

烈
也
の
目
に
涙
が
浮
か
ん
だ
。

「
ぁ
・
・
・
・
ふ
ぅ
、
イ
ヤ
ッ
・
・
・
・
痛
い
っ
」

（
ヤ
だ
・
・
・
・
怖
い
よ
ぉ
）
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「
喋
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
よ
！
！
」

（
な
ん
で
・
・
・
俺
は
い
つ
も
・
・
こ
ん
な
っ
・
・
・
こ
ん
な
痛
い
事
さ
れ
な

き
ゃ
い
け
な
い
の
？
ど
う
し
て
？
）

『
男
』
は
烈
也
の
左
手
首
を
踏
み
に
じ
っ
た
。

左
手
首
に
つ
け
て
い
た
鎖
が
烈
也
の
細
く
、
白
い
手
首
に
食
い
込
ん
だ
。

「
ぁ
！
・
・
・
や
ぁ
！
！
！
！
・
・
痛
い
ぃ
・
・
踏
ま
な
い
で
ぇ
！
！
ん
ん
っ
・

・
・
・
・
グ
リ
グ
リ
し
な
い
で
ぇ
！
！
！
痛
い
よ
ぉ
！
！
あ
ぁ
ぁ
あ
あ
！
！
！

！
は
ん
っ
・
・
・
く
っ
」

（
痛
い
よ
ぉ
！
！
手
が
と
れ
ち
ゃ
う
ぅ
！
！
・
・
ど
う
し
て
、
俺
・
・
・
）

烈
也
の
左
手
は
鎖
と
の
接
触
部
分
か
ら
鬱
血
し
、
赤
く
膨
張
し
た
。

接
触
部
分
は
内
出
血
を
起
こ
し
赤
紫
色
に
な
っ
た
。

「
う
る
さ
い
。
黙
っ
て
ろ
」

「
ひ
ッ
・
・
・
・
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
！
・
・
・
痛
っ
っ
！
・
・
ッ
ッ
・
・
・
イ
ッ

ぁ
ぁ
・
・
・
・
ダ
め
っ
」

「
駄
目
？
俺
に
口
出
し
し
て
ん
の
？
」

『
男
』
は
烈
也
を
睨
み
つ
け
た
。

烈
也
の
表
情
が
今
ま
で
以
上
に
恐
怖
に
染
ま
っ
た
。

烈
也
の
涙
が
耐
え
間
無
く
流
れ
る
。
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「
ひ
っ
！
！
違
い
ま
す
！
！
！
好
き
な
だ
け
蹴
っ
て
ク
ダ
サ
イ
・
・
踏
ん
で
く

だ
・
・
・
さ
い
・
・
兄
さ
ん
の
好
き
に
し
て
く
だ
さ
い
・
・
・
」

「
言
わ
れ
な
く
て
も
そ
う
す
る
。
」

『
男
』
は
烈
也
の
腹
を
蹴
り
始
め
た
。

「
っ
あ
！
！
・
・
・
っ
！
！
お
な
か
は
・
・
・
」

「
こ
こ
が
ど
う
し
た
？
」

『
男
』
は
更
に
烈
也
の
腹
を
数
回
蹴
っ
た
。

「
イ
ッ
ッ
・
・
・
・
ぅ
グ
っ
・
・
・
・
ん
！
」

「
兄
さ
ん
に
蹴
っ
て
も
ら
え
て
嬉
し
い
だ
ろ
？
兄
さ
ん
の
ス
ト
レ
ス
解
消
の
オ

モ
チ
ャ
に
な
れ
て
幸
せ
だ
ろ
？
ぁ
あ
？
」

「
・
・
・
ぅ
っ
・
・
嬉
し
い
で
す
・
・
・
兄
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
な
ら
、
も

っ
と
・
・
ッ
ッ
！
蹴
っ
て
、
殴
っ
て
・
・
・
ぅ
ぐ
っ
・
・
・
・
こ
の
体
を
傷
と

痣
だ
ら
け
に
し
て
下
さ
い
。
兄
さ
ん
が
体
に
痕
を
付
け
て
く
れ
る
な
ん
て
・
・
・

・
幸
せ
で
す
。
・
・
ぁ
あ
っ
！
！
」

「
ハ
ハ
ハ
ッ
ッ
！
！
い
い
ね
！
！
上
手
く
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ね
。
ご
褒
美

！
！
！
」

『
男
』
は
烈
也
の
腹
を
踏
み
に
じ
っ
た
。

「
ッ
ァ
ア
！
！
！
！
！
イ
ッ
ッ
あ
ぁ
！
！
！
！
ん
っ
・
・
・
・
ゲ
ホ
ッ
・
・
・

ぅ
・
ぁ
・
・
嬉
・
・
・
し
ぃ
・
・
・
・
嬉
し
い
よ
ぉ
！
！
気
持
ち
・
・
ィ
ィ
・
・
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・
幸
せ
で
す
ッ
ッ
！
！
！
・
・
・
・
ぅ
ア
゛
ァ
ッ
ッ
！
！
・
・
・
・
」

バ
ン
ッ
ッ
！
！
！

凄
ま
じ
い
音
が
響
い
た
。

『
男
』
が
先
ほ
ど
以
上
の
懇
親
の
力
で
烈
也
の
腹
を
蹴
っ
た
の
だ
。

烈
也
は
意
識
が
遠
く
な
る
の
を
感
じ
な
が
ら
ぐ
っ
た
り
し
た
。

「
へ
ば
る
の
早
過
ぎ
。
全
然
、
苛
々
治
ま
ん
ね
ぇ
！
！
」

カ
チ
ャ
ッ
・
・
・
ガ
チ
ャ
ン
ッ
！
！
！

『
男
』
は
ド
ア
の
外
に
出
て
い
っ
た
。

１
分
も
経
た
な
い
内
に
『
男
』
は
部
屋
に
戻
っ
て
き
た
。

高
校
生
く
ら
い
の
『
女
』
を
引
き
連
れ
て
。

「
兄
さ
ん
ッ
ッ
・
・
や
だ
よ
！
！
腰
が
ま
だ
痛
い
・
・
・
昨
日
も
ヤ
ッ
た
の
に
・

・
・
・
無
理
で
す
ッ
！
！
！
」

『
女
』
は
烈
也
に
気
付
い
た
。

「
ジ
ュ
リ
ア
！
っ
大
丈
夫
！
？
・
・
・
あ
あ
、
兄
さ
ん
、
こ
こ
ま
で
す
る
な
ん

て
・
・
・
・
ジ
ュ
リ
ア
が
死
ん
じ
ゃ
う
よ
！
！
」

「
な
ぁ
、
お
前
そ
れ
俺
に
口
聞
く
時
の
口
調
か
？
」

『
男
』
は
『
女
』
の
胸
ぐ
ら
を
掴
ん
だ
。

「
調
子
に
乗
っ
て
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
よ
・
・
・
」
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「
す
、
す
み
ま
せ
ん
・
・
・
・
」

『
男
』
は
『
女
』
を
ベ
ッ
ド
に
倒
し
た
。

『
男
』
は
『
女
』
の
服
を
脱
が
せ
、
体
を
撫
で
回
し
、
胸
を
舐
め
、
股
の
間
に

手
を
入
れ
た
。

「
ぁ
・
・
・
イ
ッ
ッ
・
・
・
・
・
ハ
ァ
ハ
ァ
」

（
や
め
て
兄
さ
ん
！
！
！
姉
さ
ん
に
酷
い
こ
と
し
な
い
で
ぇ
！
！
！
・
・
こ
ん

な
の
・
・
・
・
こ
ん
な
の
見
た
く
無
い
よ
ぉ
・
・
・
・
・
）

烈
也
は
『
女
』
を
助
け
る
ど
こ
ろ
か
立
ち
上
が
る
こ
と
も
、
『
男
』
に
聞
こ
え

る
ほ
ど
大
き
な
声
を
出
す
事
も
出
来
な
か
っ
た
。

『
男
』
は
服
を
脱
ぎ
、
『
女
』
の
顔
に
自
分
の
性
器
を
す
り
つ
け
た
。

「
ハ
ァ
ハ
ァ
・
・
・
」

「
ヤ
ッ
・
・
・
ん
っ
・
・
・
」

烈
也
は
堪
ら
ず
、
目
を
ギ
ュ
ッ
と
瞑
っ
た
。

グ
チ
ュ
グ
チ
ゥ
グ
チ
ッ
・
・
・
グ
チ
ャ
・
・
・
・

「
痛
ぁ
あ
・
・
ひ
っ
・
・
ん
ぁ
っ
・
・
そ
れ
は
・
・
・
ヤ
ァ
！
・
・
は
ぁ
ぁ
ん

っ
！
！
！
」

「
ハ
ァ
・
・
ハ
ァ
ハ
ァ
ハ
ァ
・
・
・
」

グ
チ
ャ
・
・
・
グ
チ
ュ
グ
チ
ュ
・
・
グ
チ
ャ
ァ
ァ
・
・
・
・
・
・
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嫌
な
音
が
烈
也
の
耳
に
響
い
た
。

（
嫌
ァ
ァ
！
！
こ
ん
な
音
聞
き
た
く
な
い
よ
ぉ
・
・
や
め
て
よ
！
止
め
て
ぇ
！

！
）

烈
也
は
耳
を
塞
い
だ
。

「
ぁ
あ
ん
っ
！
・
・
・
ャ
ァ
・
・
ひ
ゃ
ぁ
ァ
ァ
！
！
！
」

『
女
』
の
高
い
声
だ
け
が
烈
也
の
耳
の
奥
に
響
い
た
。

「
ゃ
め
・
・
・
て
」

烈
也
の
声
は
誰
の
耳
に
も
入
ら
な
か
っ
た
。
―
―

「
ゃ
め
・
・
・
て
。
兄
さ
ん
！
」

烈
也
は
目
を
開
け
た
。

目
の
前
に
は
陸
の
顔
が
あ
っ
た
。

「
大
丈
夫
だ
よ
。
・
・
・
お
は
よ
う
。
怖
い
夢
を
見
た
ん
だ
ね
。
・
・
・
起
こ

し
て
あ
げ
よ
う
か
迷
っ
た
ん
だ
け
ど
、
寝
な
い
と
体
が
持
た
な
い
と
思
っ
た
か

ら
・
・
・
・
。
」

陸
は
床
に
膝
を
つ
い
て
自
分
の
パ
ジ
ャ
マ
の
袖
で
烈
也
の
涙
を
拭
い
て
い
た
。

陸
の
パ
ジ
ャ
マ
の
袖
は
濡
れ
て
色
が
濃
く
な
っ
た
部
分
が
半
楕
円
を
描
き
な
が
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ら
肘
の
方
へ
５
ｃ
ｍ
程
伸
び
て
い
た
。

「
陸
、
ご
め
ん
。
陸
の
パ
ジ
ャ
マ
び
し
ょ
び
し
ょ
・
・
・
・
」

「
気
に
し
な
く
て
い
い
よ
。
そ
れ
よ
り
、
ど
ん
な
夢
見
て
た
の
？
怖
い
夢
っ
て

話
し
た
く
無
い
だ
ろ
う
け
ど
、
喋
っ
ち
ゃ
え
ば
楽
に
な
る
時
も
あ
る
よ
？
」

「
ぅ
ん
・
・
で
も
・
・
・
・
」

「
あ
の
さ
、
テ
レ
ビ
で
上
級
超
能
力
者
が
や
っ
て
た
や
つ
で
き
な
い
？
ほ
ら
、

映
像
を
他
人
の
脳
に
直
接
入
れ
る
っ
て
や
つ
。
」

「
テ
レ
パ
シ
ー
？
」

「
そ
う
ソ
レ
！
・
・
・
・
や
っ
ぱ
り
超
能
力
使
う
の
は
嫌
？
」

「
う
う
ん
。
大
丈
夫
だ
け
ど
・
・
・
気
持
ち
悪
い
夢
だ
し
、
痛
い
し
・
・
・
陸

に
嫌
な
思
い
さ
せ
ち
ゃ
う
か
ら
。
」

「
で
も
烈
也
は
そ
の
夢
、
見
た
ん
で
し
ょ
？
・
・
・
共
有
し
よ
？
辛
い
事
。
俺

と
半
分
に
し
よ
？
烈
也
に
元
気
に
な
っ
て
欲
し
い
か
ら
・
・
・
さ
。
」

「
・
・
・
・
ご
め
ん
ね
、
陸
。
俺
も
陸
に
頼
り
た
い
・
・
・
辛
い
の
か
ら
助
け

て
欲
し
い
。
陸
・
・
・
あ
り
が
と
う
。
」

烈
也
は
左
手
の
鎖
を
外
し
、
陸
の
額
に
自
分
の
そ
れ
を
当
て
た
。

現
実
の
時
間
で
は
一
瞬
だ
っ
た
が
、
陸
は
烈
也
の
見
た
夢
―
烈
也
の
過
去
を
体

験
し
た
。
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「
陸
、
ご
め
ん
！
・
・
・
大
丈
夫
だ
っ
た
？
」

陸
の
目
か
ら
は
涙
が
流
れ
続
け
て
い
た
。

「
り
っ
・
・
・
く
？
」

バ
サ
ッ
！

陸
は
烈
也
を
力
い
っ
ぱ
い
抱
き
締
め
た
。

「
烈
也
！
ま
た
嫌
な
夢
を
見
た
り
、
辛
い
こ
と
思
い
出
し
た
ら
全
部
俺
に
伝
え

ろ
！
！
・
・
・
こ
ん
な
の
・
・
お
前
一
人
で
耐
え
る
の
、
辛
す
ぎ
る
だ
ろ
・
・
・

・
。
」

涙
声
で
叫
ぶ
よ
う
に
陸
が
言
っ
た
。

「
陸
・
・
・
ご
め
っ
」

「
謝
ん
な
！
！
ず
っ
と
、
ず
っ
と
俺
が
守
っ
て
や
る
か
ら
！
！
絶
対
、
も
う
・
・

こ
ん
な
事
・
・
・
・
絶
対
、
絶
対
！
」

「
陸
っ
、
あ
り
が
と
う
。
」

烈
也
は
目
を
閉
じ
て
泣
い
た
。

陸
の
腕
に
強
く
締
め
付
け
ら
れ
、
肺
が
苦
し
く
、
体
は
痛
か
っ
た
が
、
烈
也
に

は
嬉
し
さ
の
方
が
勝
っ
て
い
て
離
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
陸
・
・
陸
ッ
ッ
・
・
・
あ
っ
た
か
い
よ
ォ
・
・
・
・
あ
り
が
と
う
、
あ
り
が

と
う
。
）
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―
朝
日
が
や
け
に
暖
か
か
っ
た
。
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４
．
怖
い
夜
の
次
の
朝
。
（
後
書
き
）

遅
く
な
り
ま
し
た
。
中
途
半
端
に
エ
ロ
グ
ロ
イ
・
・
・
・
。
感
想
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
、
頂
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

怪物容器
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